
 

 

 

 

新入職員の皆さん、ご就職おめでとうございます！ 
 

- 労働組合（原研労組）のご案内です - 

日本原子力研究開発機構労働組合（略称：原研労組）より、歓迎の意を表します。 

これから皆さんと一緒に仕事ができることをうれしく思います。 

原研労組は、旧日本原子力研究所の労働者を母体として 1956 年に設立され、労働

条件や職場環境を改善するため、60 年以上にわたり活動を続けています。労働組合へ

加入できる方は、量研機構・原子力機構と雇用関係がある人です。 

原子力機構（JAEA）は、2005 年に「旧日本原子力研究所」と「旧核燃料サイク

ル開発機構（旧動力炉・核燃料開発事業団）」が統合して設立されました。さらには

2016 年に核融合部門と量子ビーム部門が分離され、放医研との統合により量研機構

（QST）が誕生しました。現在、原研労組は両機構に対して交渉を行っております。 
 

労働組合に加入する意義 -ブラック企業にさせない・国民から信頼される機関にする- 

私たちは働いた対価として賃金をもらっていますので、誰もが労働者です。労働する

上で大切なことは、人間らしい生活を送るために必要な賃金や処遇などの労働条件を 

確保することと、働きやすく生きがいのもてる職場環境をつくりあげていくことです。 

したがって、労働組合の目的の第一は、賃金をはじめとする労働条件・職場環境の 

維持・発展を目指すことです。原研労組は個人の問題として、例えば各種ハラスメント

（パワハラ・セクハラ等）や不当な差別にも対応し、働きやすい職場を守ります！ 
 

もうひとつ大切なことは、量研機構・原子力機構の業務の進め方や方向性、組織のあ

り方について、両機構から独立した組織である労働組合が、国民的な立場でチェック機

能を果たすことです。量子科学・原子力は国の重要な政策であり、それを具体化するの

が両機構の役目です。その内容が、「本当に国民の期待に応えるものになっているのか。

職場における民主主義が確保されているか。色々なハラスメント・差別はないか。」 

など、様々な観点から問題を指摘したり、提言をしたりすることが労働組合の重要な 

役目であると考え、活動を行っております。 
 

「やりがいを持って仕事をしたい、人間らしい生活をしたい」という、 

働く者として当たり前のことを職場で実現するためには、一人ひとりが 

バラバラではできません。労働組合に加入することは、職場における 

「参政権」を確保することなのです。是非、あなたも自らの意志で労働 

条件や職場環境を改善する私たちの活動に参加して下さい！ 
 

原研労組へ加入してより良い職場を一緒に作りましょう！ご相談は組合員の先輩方、メール、電話などで受け付けています。 
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原研労組に加入し、労働条件の改善と働きがいある職場をともにめざしましょう。（ 内線Tel. 81-5413, 81-5414 ） 

URL http://orange.zero.jp/genkenrouso.wing/  E-mail genkenrouso@muse.ocn.ne.jp 


